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1) Karl Marx. Das Kapital. Bd. 1 • 1I . II. in: Marx-Engels Werke. Bd. 23. 24. 25， Dietz Verlag. 1962. 1963. 1964 向
坂逸郎訳 r資本論J (1)-(9)，岩波文庫， 1969-1970年。引用に際しては.(K.，I1.S.364.岩(7)，31ベージ)のように略記す
る。なお，訳文は必ずしも上記邦訳書どおりではない。
2 )本章のク IJティークとして，宇野弘蔵編 r資本論研究J V，筑摩書房， 1968年， 3 -12ベージ(鎌倉孝夫稿)，大内秀明・
桜井毅・ 1口重克編『資本論研究入門』東京大学出版会. 1976年，第Vl章(木村一朗稿).佐藤金三郎・岡崎栄松・降旗節雄・
山口重克編 r資本論を学-;~J V. 有斐閣， 1977年， 18-29べージ(鎌倉孝夫稿).桜井毅・1円重克・f宅美光彦・伊藤誠編 r経























としての全機能は，この資本としての100ポンドの支出に限られているのであるJ(K.. II， S. 352， 
岩(7)，11ページ)0 i資本としての100ポンド」は，資本家Aにおける資本家的活動に裏付けられた姿態








3 )宇野弘蔵『経済学方法論』東京大学出版会.1962年(以下「方法論』と画書記).267. 299ページ，宇野位、議 F恐慌論・商業




















1I， S. 352，岩(7)，1ページ)を， G-G-W-G'-G'のように定式化している (K.，I， S. 353，岩































であるJ(K.. II， S. 355，岩(7)，16ページ)ということが確認きれる。すなわち，貨幣や商品は流通
過程における現実の売買関係に即してみれば，資本の一契機としては現われないことが確認されて
いる。


















庁、大学出版会.1985年， 70-72ページ)。なお.1tl¥稿「生産の資本形式 資本形式論の諸問題 J， r経済論集J (東洋大






れていることから，貸付資本の運動は「現実の資本運動の無内容な形態にすぎないJ(K.. II. S. 
361.岩(7).26ページ)とされる。貸し付けられる貨幣は. I媒介的中間運動なしに，単純に一つの性格
として.資本の規定性として資本に合体させられJ(K.. II. S. 357，岩(7). 19ページ). I譲渡と返済




































II， S. 363，岩(7)，28ページ)としこの利子を， i貨幣資本家が貸付期間中手放していて，借り手で
ある生産資本家に譲渡しておく使用価値J，i貨幣が資本に転化され資本として機能しうるというこ
とによって，したがって，その最初の価値の大ききを保存する上になおその運動中に一定の剰余価
値，平均利潤……を産むということによって，貨幣が受け取る使用価値J(K.， II， S. 363，岩(7)，29 
























からAに支払われる価値は 5ポンドの利子である。すなわち， 100ポンドの貨幣額の， 20ポンドの
「価値を産み増殖する能力J(K.， II， S. 364，岩(7)，30ページ)の価格が5ポンドの利子である。貸
し付けられる貨幣の価格は， 100ポンド自体ではないし 20ポンドの利潤自体でもないのである9)。
マルクスが，利子を， ["価格の非合理的な一形態J(K.， II， S. 366，岩(7)，34ページ)として，ま






















































13)前掲，宇野編『資本論研究J V. 340ベ ジ。
14) 字野弘蔵 ~7} l- 7 ス経済学原理論の研究』岩波書底. 1959年(以 f. r原理論の研究』と略記). 164ページ，の数値例によ
る。なお，同. 169. 231ページ w方法論J. 304ページ.をも参照。
15)山口重克『金融機構の理論』東京大学出版会. 1984年.30-32ベ ジ，参照。
16)宇野 r原理論の研究J. 170ページ。注 8)をも参照きれたい。

































19) í~l ， 271ベジ。
20)宇野 F原理論の研究J，218ベージ，参照。
21)字野『方法論j，274ベジ。

































26)宇野弘蔵 r経済原論J (合本改版).岩波書庖， 1977年 (1日版. 1950年. 1952年。以ト rIE原論』とal-t.己).67-68ページ。
























28) 字野 rl日原l~~九 70ページ。
29)宇野の WI日原論』の第 1編「流通論」第 2章「貨幣」の矯成は. r 1 f国ifl直尺度としての貨幣J. r 2 流通手段J. r 3 貨











いってよいであろう(前掲，山[J r経済!車、論講義J. 46-47べージ。また，貨幣論の構成について.同. 262ベー.ジ.をも参
照されたL、)。
30)宇野はこの関係を「通貨と資本との!日jに r貨幣としての貨幣』というのがある J (前掲.字野『資本論五十年J (下). 1002 
ページ)と表現している。





























33) 字野 ~I日原論J. 468ページ。なお.字野は次のようにも述べている。「銀行信用の産業資本に対する関係は，産業資本の生
産過程め表面に生ずるいわば資金のfl[UJを.産業資本自身の超過利潤追求を基準とする要求にしたがって，均等化するとい
うことにあるJ (~I臼原論~. 493ベ ジ)0 r偶守の資本として独立して行われる資本家的生産過程に当然なる，いわば個別的


































36)字野 r方法ji;J. 284ページ。なお，前掲，宇野『資本論五ト年J (下). 1011ペ ジ.をも参照されたい。
37)宇野 f[日原論J. 495ページ。



















































































































































































(前掲.宇野編 F資本論研究JV. 345ベ ジ)。いうまでもなく， z-G*-z'の定式li. 銀行資本による，自己資本の投下と
その増積，回収の運動の全体を示すものではなし、。銀行の商人としての性格を端的に表現するにすぎなL、。

































ることにはならな，>J (宇野『方法論J. 31ページ)。なお. (貨幣の)貸し付けと(資本の)投下.手IJ子と利潤の区別と関連
について，宇野弘蔵編『資本論研究J 1. 筑摩書房. 1967年. 329ベ ジ，のIJ口重克の発言を参照されたい。


















本の商品化の展開について，宇野による方法上の注意として r原理論の研究J. 189. 224ベージ r方法論J. 286ページ.前
掲 r資本論研究JV. 336ベ ジ f?ルクス経済学の諸問題J. 164ページ，等を参照i。なお，山口重克「資本論の読み方
宇野弘蔵に学JJ-一』有斐閣. 1983年.第 2再1¥第 4章「資本の物神性一一それ自身に利子を生むものとしての資本の問題
点一一J. 柴煩和夫 F社会科学の論理a東京大学出版会. 1979年. 75-77ベージ.をも参照)。
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